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V235b CTA大口径望遠鏡用カメラの性能評価と高速パルサー開発
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高エネルギー宇宙物理学の更なる発展を目指して、現在 Cherenkov Telescope Array(CTA)計画が国際共同実
験として行われている。　この計画には世界約 30カ国、1200人以上が参加しており、3種類の大きさのチェレ
ンコフ望遠鏡を複数設置して高エネルギーガンマ線源を観測する計画である。　日本グループはその中でも大口
径望遠鏡 (LST)の開発に関わっており、焦点面光検出器の開発を行っている。この焦点面光検出器には LST1台
につき 1855本の光電子増倍管 (PMT)が検出素子として搭載される予定であり PMTを要求される増幅率に揃え
て動作させる必要があるため、全ての PMTに対して性能評価を行い、較正を行う必要がある。　大気チェレン
コフ光は約 1 nsの超短光であるため、PMTの性能評価にはこれ以上の超短光が必要になる。しかしこのような
超短光を出力可能な装置は大変高価である。　そのため我々は、安価で高速な電子部品を用いてチェレンコフ望
遠鏡の性能評価に特化した、ピコ秒の超短光を出力可能な高速パルサーを開発した。本講演では上記の高速パル
サーの開発と、LSTカメラの性能評価について報告する。


